
 

  

 

 

 
 

愛であふれる学校を目指して 

校長 吉野 達雄 

 お台場学園に赴任して３ヵ月が過ぎようとし

ています。子供たちから「吉野校長先生、おはよ

うございます」「校長先生、何しているの？」「僕

ね、こんなことができるようになったよ」と話し

かけられることは私の日常を幸せにしてくれま

す。また、先生や主事さん方の学校のために、子

供たちのために、という熱い想いが学校全体をよ

い雰囲気にしています。子供たちも新しい学年で

それぞれの目標に向け、よく努力してきました。

これまでの学習や生活をしっかり振り返り、充実

した夏休みにしましょう。 

さて、戦後 80 年を迎える今年、港区教育委員

会では「Minato Peace Project」として、平和に

ついて考える学習を区内全校で実施しています。

このプロジェクトでは、戦争の歴史や被害を学び、

戦争の悲惨さと平和の尊さを理解することを目

指しています。また、現在の世界情勢を知り、な

ぜ争いがなくならないのか、その理由について話

し合うことも重要なテーマです。早速、６年生は

「私たちの平和」について話し合い、それぞれの

意見をまとめ、教室前に掲示しています。また、

中学校生徒会では広島の平和記念式典や戦争経

験者の話について調べ、学校として何ができるか

を考えています。 

先日の全校朝会では、一番身近な平和は友達と

仲良くすること、それぞれの学級をよい集団にす

ることであるという話をしました。このメッセー

ジは、1 年生から９年生まで共通のものであり、

お台場学園を愛であふれる学校にするための第

一歩です。しかし、最近、ルールや決まりを守れ 

 

なかったり、つい人を傷つけるようなことをした

りしてトラブルになることが見受けられます。 

６月は東京都内の全学校が取り組む「ふれあい

月間～いじめ防止強化月間～」でした。一般的に

人と人が集団で生活をする中ではいじめはなく

ならないと言われています。もちろんいじめをな

くすことを目指しますが、自分がつらいときはそ

のことをまわりに発信すること、困っている人や

嫌な思いをしている人がいたら手を差し伸べる

ことができる人になってほしいです。そのために

も自分の感情や欲求を認識する自己理解力やま

わりの人の立場や感情を理解し、共感する他者理

解力を育むことが重要になります。さらに、コミ

ュニケーション力の向上も欠かせません。相手の

話をよく聞き、自分の意見を冷静に伝えることが

できるようになることで、トラブルを未然に防ぐ

ことができます。 

以上のことを少し平易な言葉に言い換えると、

「自分のことだけを考え、わがままになっていな

いか！相手を思いやる気持ちをもっているか！」

ですね。学校全体でこれらのスキルを学び、日常

的に実践することで、より平和で協力的な学級・

学年環境を作り出し、愛であふれる学校になるこ

とでしょう。 

 

 

 

 

 

↑6 月に実施していたいじめ防止強化月間の 

横断幕

 

【６月 ふれあい月間の取り組みについて】 

港区では、いじめ、自殺、暴力行為等の問題行動、不登校等の早期発見・早期対応、未然防止等につな

がる取り組みを推進するため、年３回(6・11・2 月)のふれあい(いじめ防止強化)月間を実施しています。

本校では以下のような取り組みを行いました。 

① 「あいさつ運動」 

小学校代表委員会・中学校生徒会が中心となり、登校してくる児童・生徒へ元気よく挨拶をしました。

小学校では元気よく挨拶ができた児童にシールを配布し、各学級に貼られた「あいさつの木」が、もら

ったシールでいっぱいになった学級も多くありました。 

② 「ふれあい月間標語」 各学級で話し合いをし、実態に合った標語を決め、各教室前に掲示しました。 

③ 「いじめ防止授業」の実施  

道徳や学級活動の授業でいじめをなくすために必要なことを考える学習をしました。「挨拶」「丁寧な

言葉遣い」「返事」は、本校で児童・生徒に身に付けさせたい大切な習慣です。教職員一同でこれからも

指導してまいります。                         （生活指導主任【小】【中】）  

（生活指導主任【小】植木 絵美  【中】山本 一之） 

令和７年７月号 
港区立小中一貫教育校 

お台場学園 
〒135-0091港区台場 1-1-5 

小学校 03-5500-2572 
中学校 03-5500-2575 



【スクールカウンセラー 相談曜日】   【スクールソーシャルワーカー 相談曜日】 

 

   
電話連絡先   ●小学校  03-5500-2572   ●中学校  03-5500-2575 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【７・８月の主な行事】 

１日（火） 読書週間～11 日（金） 

バスの乗り方教室（１年） 

１８日（金） 終業式 

夏季学園事前指導（8 年） 

２日（水） 職場体験始（８年）～４日（金） １９日（土） 夏季休業日始 

７日（月） 校外学習（日生劇場）（３・４年） ２1 日（月） 夏季学園（５年）～２２日（火） 

８日（火） 避難訓練 ２２日（火） 

 

夏季学園（8 年）～２４日（木） 

夏季水泳（小学校）～３１日（木） 

個人面談（小学校）～２８日（月） 

個人面談（中学校）～３０日（水） 

夏季港陽タイム（中学校）～23 日（水） 

サマーワークショップ（小学校）～２８日（月） 

10 日（木） 高校の先生の話を聞く会（８，９年） 

15 日（火） 港区議会見学（9 年) 

16 日（水） 移動教室保護者説明会（6 年） 

夏季学園前検診（5年・8 年） 

8 月２８日（水） 夏季港陽タイム（中学校）～２９日（金） 

夏季水泳（小学校）～２９日（金） 

３０日（日） 夏季休業日終 

１７日（木） 

 

中学生体育着登校 美化活動 

給食終 

  

  

  

 

 

 

 

We Had a Great Experience in Singapore 
大使館を訪問したり、ゲストティーチャーを招いたりして国の成り立ちや歴史、文化、特徴、気候風土

などを学び、実際に訪れる場所について調べ学習や相互発表、現地とのオンライン中継などを通して理解
を深め、準備万端で臨んだ修学旅行。乾季に入ったシンガポールはとても 
暑く、立っているだけで汗が出てきました。しかし、全員が笑顔で、どの 
活動にも主体的に、前向きに取り組んでいました。また、お台場学園での 
英語・国際の授業の集大成としても、これまで積み重ねた自分の力を信じ 
果敢に挑戦することができました。新たな学びや発見を共有し合う表情は 
満足感と自信に満ちあふれていました。 
他を受け容れ、尊重して成り立ち、発展を続ける多民族国家シンガポー 

ルでたくさんの経験ができたことは、これからの人生において自分の助け 
となる大きな糧となりました。真の国際人として、さあ、お台場から世界へ！ 

（９学年主任） 
 

 
 

図書委員会より 

 図書委員会では、５年生と６年生が協力し合い常時活動に取り組んでいます。常時活動では、カウンタ

ー当番、書架の整理、図書ゾーンの見回りなどに取り組んでいます。６月３０日（月）～７月１１日（金）

は読書週間です。小学校図書委員会では、おすすめの本の紹介や、読書を勧めるキャッチコピーを書いた

ポスター作りを行いました。中学校図書委員会では、図書だよりの発行、小学生への読み聞かせを行いま

す。本に親しむきっかけ作りに取り組んでいきます。７月７日（月）からは、夏休みに向けて図書の貸し

出しが始まります。今年度は、一人５冊まで借りられます。夏休みも図書に触れ、楽しんでもらいたいと

考えています。                   (図書委員会担当) 

特別支援教育コーディネーターより 

 小・中学校では、特別支援教室「そよかぜ教室」を開室しています。特別支援教室とは、生活面や学

習面での困難を克服・改善するための指導を行うために設けられた教室です。また、通常の学級の教室

内での一斉指導において、苦手な部分を補うために、個別的に支援を行うスペシャルニーズアシスタン

ト（SNA）を配置しています。現在、これらの支援を受けておらず、今後特別支援教室への通級あるい

は、スペシャルニーズアシスタント（SNA）の配置を希望される保護者の方は、７月１１日（金）まで

に、担任、特別支援教育コーディネーター、または副校長にご相談ください。 

（特別支援教育コーディネーター【小】【中】） 

 

 

 （鈴木 裕貴子） 

 

 


